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We implemented a ∞mputer-aided 児童nementsystem for scientific papers， Nspell. 
Nspell ana1yzes texts for refinement morphologi伺且y，組dchecks expressions加出e
text using the resu1t of morphologica1 analysis. Nspe1 checks 11 items 旬白ld
expressions to .be refined， and 5 items to be∞rrected. It a1so has a function to 
automatica1y register words inc1uded白血etext inω 出erespective dictionary， and a 
function to姐.ve白eres叫飴 ofmorphologica1 ana1ysis出姐句 searchchecking items by 
use of白eres叫ts.百児島rmerfunction of Nspell is developed for more s'仕ict
morphologica1 ana1ysis， and the 1atter function伽 avoiding凹meces泊町 ex回釦a1ysis.
In白ispaper， we show the functions of Nspell and discuss i飴 e伍ciency.
1 はじめに
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科学技術論文をコンビュータ上で組版システムを用いて書く方法が一般に広まりつつある.本
論文もJffi.TEXを用いて書いた.コンビュータ上で推離を行う時，削除，挿入を頻繁に行うために，
かな漢字変換時にはなかった誤字・脱字が入ることがしばしばある.また，推離の指針として文章
中の問題点を検索することは，推蔽を効率的に行うために大切である.コンピュータ上で書いた文
書の推蔽を効率的に行うためにさまざまな推敵支援システムが開発されている.
九州大学工学部で開発された推敵支援システム“推敵"[1]，，[3]は高速な返答を実現するために，
形態素解析を行わずに，字面で問題点を抽出する.日本 IBM東京基礎研究所で開発されている
“FleCS"[4]，，，閃は，新聞の校正知識を規則化し，誤りを検索することを主眼にしている.
我々は特に科学技術系の論文の推離を効率的に行うための論文推敵支援システム Nspellを作成
した.Nspellでは“推敵"の検索項目に加え， FleCSのような誤字・脱字の検索も行う.“推敵"の
1福井大学大学院工学研究科システム設計工学専攻
2福井大学情報工学科
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図 1:Nspellの機能図
nspell 
検索項目には受身表現や否定表現などがあるが，これは日本語としては誤りではなく，推蔽時に書
き手が注意すべき表現である.最終的に論文を完成させる時には用心のために誤りを検索する機能
があれば便利である.Nspellではこの2つの機能を形態素解析情報を利用したさまざまなアプロー
チを用いて実現した.Nspellは可搬性を考慮して， UNIX環境でFreewareを活用して開発した.
Nspellは開発方針として，
(1)誤りの過剰検出はある程度あっても良いが，検出洩れはなくすこと
(2)エディタと連携させること
を目標にした.(1)は，検出洩れの文字列をユーザが探さなければいけないようでは，ソフトウェア
の利用価値がないからである.(2)は，ユーザ・インターフェイスと編集効率の向上のためである.
以下， 2章では Nspellの設計について， 3章では Nspellの形態素解析と意味解析について， 4章
では文節の解析情報を利用した誤りの推定について， 5章では評価と考察をまとめた.
2 論文推融支援システム Nspellの設計
組版システムに対応した論文推蔽支援システム Nspellは，主に形態素解析の情報を利用して必
要な情報を与える.また，エディタと連携して起動することで使い易い機能を実現している.
2.1 Nspellの概要
Nspellは図 1のような構成となっている.Nspellは，エディタ Njove及ぴEmacsの一つの機能
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として使用できる.形態素解析を行ってその情報をもとに誤りを検索する機能と，文字列の抽出や
品詞を利用した単語の検索，括弧の対応、のチェックなどの検索項目がある.辞書にはシステム辞書，
ユーザ辞書，個別辞書があり，ユーザ辞書はユーザが登録する辞書で，個別辞書はテキストから単
語を自動抽出した辞書である.エディタ NjoveはNspell用に拡張した.NspellはNjoveの子プロ
セスとして起動され，その情報を利用して編集が可能になっている.その他，機能を最大限に生か
すために個別辞書の作成，形態素解析情報の保存などの機能を用意した.形態素解析は字種境界を
利用した総当たり型の解析である.局所的総当たり法を参考にしている.付属語パーザは付属語連
鎖としてふさわしいかどうかの判断を行い，付属語連鎖としてふさわしいと判断した時には，付属
語連鎖の統語解析，意味解析を行う.
2.2 Nspellの機能
Nspellの検索項目として以下の 16種類を設定した.誤りの検索が5項目，推敵支援が11項目
である.
(1) 1文節内の検索項目
1文節内の形態素解析情報を利用して検索する項目は以下の 13項目である.はじめの5つは誤
りの検索で残りの8つは推蔽上の問題点の抽出である.
・誤字・脱字の検索
.複合語の誤表記の検索
・付属語連鎖の矛盾・冗長
・文体の誤った文節の検索
・仮名遣いの誤った付属語連鎖を持つ文節の検索
・8個以上の付属語から構成される付属語連鎖を持つ文節の検索
・受身表現の検索
・指示語の検索
・否定表現の検索
・逆接の接続助詞の検索
・取り立て詞「はJrもJrさえJrしかjの検索
・修飾関係を考慮した句読点の打ち方に関する情報
・同じ格助詞，同じ単語，サ変動詞の連なりの検索
これらの項目を検索対象にするに当たって，文献[1]，[2]，[3]を参考にした.このなかで「誤字・脱字
の検索Jとは，形態素解析に失敗する文字列の検索のことである.
(2)その他の検出項目
形態素解析情報を利用しない検索項目は以下のものである.
.括弧のチェック
・単語の検索
・片仮名の表記の揺れ
「単語の検索jは単語の表記と品詞をもとに，表記の後に単語の品詞にふさわしい付属語連鎖がき
た文字列を検索する.r片仮名の表記の揺れJは片仮名文字列をテキストから抽出し，ソートするこ
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とで揺れのある表記を見つける(8]
(3)未登録語の自動登録
未登録語を個別辞書に自動登録する機能を付加した.学術論文には造語が多く存在する.その
造語の多くは特定の少数の論文の中でのみ用いられる.特殊な造語はテキスト毎に存在する個別の
辞書に自動登録するのが望ましい.そこで， Nspellは付属語パーザを利用してテキスト中の未登録
語を形態素解析中に自動登録する機能を持つ.ユーザは自動登録した表記をチェックすることで誤
りの発見率を上げることができる.
(4)形態素解析情報のファイルへの保存
形態素解析情報をファイルに保存する機能を有する.文節の表記，自立語を構成する語基の辞
書番号と単語番号，付属語の意味属性，文書ファイルでの位置，活用形，格情報，付属語連鎖の仮
名遣い，自立語連鎖の表記の誤りに関する情報を保存する.同じ文書ファイルをさらに他の検索項
目で検索する時にはその情報を用いて検索ができるので，形態素解析を繰り返す必要がない.
2.3 Nspellのヒューマンインターフェイス
Nspellはエディタ Emacs及びNjoveと連携して動作する.Nspellの出力する検索メッセージを
エディタがエラー・パージンクーすることで，エディタ内で検索された文字列のポイントヘカーソル
をジャンプさせる.バッファ内のリージョンの文字列を単語の語幹とした単語の登録・削除が可能
である.品詞は対話的に特定する.また，リージョンの文字列をキーワードに CD-ROM辞典を検
索することも可能である.
組版システム UTEXはDonaldE. Knuthが中心となって開発した Freewareで，数式の出力が
商業印刷のように鮮明なために科学技術論文などを書く時には有効である.福井大学情報工学科に
おいても卒業論文の大半が組版システム町民を用いて書かれており，町民システムを用いて書
いたテキストを処理できることが論文推融支援システムでは不可欠である.Nspellは組版システム
に対応するようにカスタマイズできる.
使用方法は Njoveから，表1にまとめた機能を用いる方法と，シェル上でコマンドラインから検
索を行う方法の 2通りがある.Nspellを用いた文書作成の流れとしては，まず個別辞書を作成し，
次に形態素解析情報を保存する.その情報を利用して，受身表現，否定表現などを検索して，文書
の内容をまとめる.その後文書がまとまった時点で誤りの検索を行うのが良いだろう.
3 論文推融支援システム Nspellの形態素解析と意味解析
3.1 形態素解析の概要
形態素解析は以下の手順で行う.形態素解析は，文の切りだし，自立語の辞書引き，自立語パー
ザでの自立語連鎖の判定，付属語パーザで付属語連鎖の判定，分割パターン絞り込みの順で行う.
Nspellの形態素解析は，自立語パーザ及び付属語パーザを用いて統語的，意味的な解析を並行しな
がら形態素解析を行う.
Nspellの形態素解析は，誤りを検索するために比較的厳密な規則を用いて付属語パーザ，自立
語パーザを作成した.付属語パーザの統語規則が受容する文字列を付属語連鎖とし，自立語パーザ
エディタの機能 |説明
nspell-buffer バッファ内の文書を検索する.
検索項目はインタラクテイプに決定する.
next-error 次の検索文字列にジャンプする.
prev・error 前の検索文字列にジャンプする.
enh刊 egist-word リージョンの文字列を Nspe11の辞書に
登録する.
品詞はインタラクテイプに決定する.
delete-regist-word Iリージョンの文字列を N恥 1の
辞書から削除する.
lookup-nspell-word Iリージョンの文字列をキーワードに
Nspell辞書を検索する.
nspell-command コマンドを実行し，エラーパージングを行って，
ポイントにジャンプする.
paren-check 括弧の対応をチヱツクする.
search-dict リージョンの文字列をキーワードに
CD-ROM辞典を検索する.
表 1:エディタ内での Nspell用の機能
の統語規則が受容する文字列を複合語とする.
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Nspellの形態素解析は上述の特徴の他に (1)誤った表現を含むことを前提に解析している， (2) 
候補の絞り込みに文節の解析情報を利用する， (3)組版システムのフォーマットのファイルの処理
も可能である，などの特徴がある.この節では (1)，(2)の特徴について述べる.
(1)誤った表現の解析
推蔽支援システムである以上，その形態素解析は誤りを含まれた文章を処理することを前提に
している.解析に失敗した時点で次のひらがなとそれ以外の字種境界に処理を進め，解析に失敗し
た文字列は推離の必要のある文字列として検出するという方法(9)をとっている.誤った表現を未登
録語として扱う方法[lO}よりも処理手順が少なし精度の高い解析よりも速度の方が大切な推戴支
援システムには適した方法であると考える.
(2)候補の絞り込み
分割パターンを絞り込むためのパラメータとして，構成する文節数の他に文節の相関関係や文
節自体が日本語としてより自然かどうかの判断を入れた.正常でない分割パターン列は優先順位が
低くなる.優先順位が高い分割パターンを正しい解析結果とした.ただし，付属語連鎖の意味の矛
盾した表現など，検索対象になっている一部の表現に関しては，逆に優先順位の高いパラメータを
与えた.
3.2 付属語パーザ
付属語パーザと自立語パーザは Bisonで作成した.付属語パーザは処理するひらがな文字列が
付属語連鎖であるかどうかを判定し 付属語連鎖であれば統語解析，意味解析をする.1回の走査
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で付属語連鎖を解析することができる.付属語連鎖はいままで形態素解析の障害であった[1] 付
属語連鎖の解析に付属語パーザを用いることで形態素解析の速度と精度が向上したと思われる.付
属語パーザは統語規則，誤りを表現する意味規則を実現している.
(1)付属語パーザの統語規則
統語規則は接続関係を表す生成規則である.統語規則は 1266個で構成される.付属語の統語規
則を作成するに当たって，文献[12]，統語規則内での接続分類を作成するに当たっては，文献[13]
を参考にした.付属語パーザでは統語規則を Freewareのコンパイラ・コンパイラ Bisonを用いて，
その構文規則で実現する.Bisonの構文規則はひらがな文字を終端記号とし，付属語や付属語列な
どはひらがな文字列の非終端記号として表記する.統語規則を Bisonの構文規則にする時に， Bison 
の構文規則は暖昧性を許さないという問題がある.暖昧性のある付属語列の構文規則は片方に絞る
ように書き換えることで対処した.
(2)付属語パーザの意味解析
付属語パーザの意味解析は，付属語の意味属性を定め，それを付属語連鎖の最後の付属語から
順に登録する.意味属性には“断定ヘ“逆接"“やりもらい"“受身"など27種類がある.意味属
性の分類には文献[14]を参考にした.受身表現を検索する時には，文節の付属語連鎖の意味属性に
“受身"があるかどうかをチェックすることで判断できる.意味解析は Bisonのアクションで行われ
る.アクションは構文規則を受容した時に実行される C言語のコードのことで，付属語パーザでは
構文規則を工夫しているために，アクシヨンは付属語連鎖の最後の方から実行される.意味属性を
整数型変数の 1bitで表し， 0であれば意味属性が未登録 1であれば意味属性が登録されているこ
とを表す.意味規則については次章で述べる.
(3)個別辞書の自動生成
個別辞書への自動登録は次のように行う.自立語が登録されていないと評価した仮文節文字列
(漢字・片仮名文字列+ひらがな文字列)中の漢字・片仮名文字列を仮に自立語とする.その自立語
の活用情報を仮定して，その後に続くひらがな文字列をその活用形の語に接続する付属語連鎖とし
てふさわしい場合には，単語の文字列として漢字・片仮名文字列と仮定した活用情報を個別辞書に
登録する.この方法では，用言ならば語幹にあるいは体言ならば単語中に，ひらがなの含まれた単
語は登録できない.仮文節中にひらがなのみの文節が含まれる場合もその文節中の自立語は登録で
きない.また，ひらがな文字列によっては，品詞が形容動詞であるか名詞であるかの区別がつかな
いことがある.このような語句はあらかじめシステム辞書やユーザ辞書に登録しておく.
3.3 自立語パーザ
自立語連鎖は辞書引きによって分割する.辞書には自立語と接頭語，接尾語のみを登録する.辞
書は分野別に 44種類用意されており，ユーザの目的に応じて使用する辞書をかえることができる.
辞書は三省堂の CD-ROM辞典“大辞林"から自動抽出した辞書， 31種類， 309860語と，三省堂の
「現代国語表記辞典jを入力したもの， 13種類， 35458語からなる.
辞書検索にはハッシュを用いる.ハッシュ数の同じシノニムを同じセグメントに入れる.ハッ
シュ数の一致したセグメント内のシノニムを検索することで辞書内のすべての単語を検索すること
ができる.先頭の字種のみから構成される文字列をキ一文字列とする.ハッシュ関数は経験的に分
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散の度合の良いものを選んだ.セグメントの数は，先頭の文字の次種別に漢字 10000，片仮名 1000，
ひらがな 85，アルファベット 52とした.
辞書引きの結果得られた自立語連鎖の品詞情報列を自立語パーザで解析し，自立語連鎖として
正しいかどうかをチェックする.自立語の品詞情報には複合語情報があり，それを終端記号として
統語規則を作成した.複合語情報には，複合語の語基になる，副詞である，並列接続詞である，接
頭語である，接尾語である，記号文字列であるなど 19種類がある.自立語としてふさわしい複合
語情報列を 48の統語規則で表現した.2つ以上の語基で構成する自立語連鎖は複合語，副詞+複合
語あるいは自立語，接続詞+複合語あるいは自立語，複合語あるいは自立語+並列接続詞+複合語
あるいは自立語，のどれかである.上のように自立語連鎖に副詞，接続詞，並列接続調などが入る
場合は副詞などは別文節とし，残りの自立語連鎖と別に処理する.
付属語パーザと自立語パーザは多数の科学技術論文中の表現を受容するようにチューニングした.
3.4 組版システムへの対応
19¥T#システムを用いて論文を書く場合には，テキスト中に制御コマンドが入るために Nspell
の検索処理の邪魔になる.制御コマンドを省略するコマンド detexやキャラクターベースでテキス
トを整形する dvi2ttyなどがFreewareで配布されているが，これらのコマンドを使用したファイル
を形態素解析すると，制御コマンドのために文のつながりが分からなくなったり，解析に失敗する
例が増える.そこで， Nspellの形態素解析では町民の制御コマンドの形態素機能を考えて処理
する.
Nspell は，1ß.'可~のフォーマットで書いたファイルから意味のつながった文をとりだすための
preprocessorを用いている.町民の制御コマンドを形態素機能別に登録することで，文書から正
確に文を切り出し，正確な形態素解析を行う.登録する文字列をかえることで nroffやHTMLにも
対応できる.
形態素機能は文を切り分ける時の働きである制御機能と，形態素解析する時の働きである品詞
機能に分けられる.制御機能と品詞機能について簡単にまとめる.
(1)制御機能
制御機能とは，文のつながりや制御コマンドの制御機能を制御している機能のことをいう.制
御機能は以下の5種類に分けた.
・文の終わり:この制御機能を持つ文字列を文の終わりとする.
.括弧:聞き文字列と閉じ文字列で括った文字列は別の文として処理する.聞き文字列と閉じ文字
列で括った文字列は元の文ではタグで置き換える.括弧の中に文が2つ以上ある場合は，括
弧内の文をそれぞれ別の文にする.基本的には括弧は入れ子になることを許すが，開き括弧と
閉じ括弧が同じ文字列の場合は入れ子にならない.
.置換:この制御機能を持つ文字列はタグで置き換える.
・句点:この制御機能を持つ文字列を文の終わりとする.文字列はそのまま文の中にはいる.
.逐語:この制御機能を持つ聞き文字列と閉じ文字列の中の記号文字列や制御コマンドを表す文字
列は，制御機能を持たない.
置き換えられたタグは以下の品詞機能を持つ.
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形態素機能 制御機能 品詞機能
“名詞環境" 括弧 名詞
“省略環境" 括弧 省略
“逐語環境" 括弧 省略
“括弧" 括弧 名詞 or省略
“改行" 文の終わり 省略
“タプ" 置換 文節の終わり
“省略" 置換 省略
“句点" 句点 付属語
表 2:制御機能と品詞機能
“名詞環境"
“括弧"
“改行"
“タプ"
“省略"
“句点"
鍵括弧，引用符
括弧など
2つ連続の改行など
タプなど
連続しない改行，
字下げ，インデンテーションなど
‘'‘' ・
表 3:機能と記号文字の対応
(2)品詞機能
品詞機能とは，制御コマンドが文中で表す品詞のことをいう.品詞機能は以下の4種類に分けた.
・名詞:形態素解析時に自立語の名詞として処理をする.
・名詞 or省略:形態素解析時に自立語の名詞かあるいは省略すべき文字列として処理をする.
・省略:形態素解析時に省略をすべき文字列として処理をする.
・付属語:付属語の一部とみなす.
制御コマンドと記号文字の形態素機能は，表2のように制御機能と品詞機能を組み合わせて8つ
に分けた.記号文字を表3のよう仁分類した.]}TEXの制御コマンドは表4のように分類した.
4 文節の処理を利用した誤り推定
文節は自立語連鎖と付属語連鎖から構成される.自立語パーザと付属語パーザの解析情報を利
用して誤りを推定する方法について述べる.
4.1 自立語連鎖と付属語連鎖の誤表記の検索
(1)複合語の誤表記の検索
形態素解析の結果，複合語を自立語の語基に分割する.語基聞の二対相関の接続情報を利用し
て複合語の誤表記を検索する.接続情報は始めは何も登録されていない.ユーザが正しいと，思った
複合語の接続情報を自由に登録する.接続情報のない語基列を含む複合語は誤りとする.
“名詞"ロゴなど
“省略環境"I表，図など
“名詞環境"I鍵括弧，引用符，数式モードなど
“逐語環境"
“括弧"
“改行"
“タプ"
“省略"
verbatim環境など
フットノートなど
箇条書など
並行スペースなど
フォントの指定，その他の制御コマンド，
字下げ，インデンテーションなど
表 4:弘TEXの制御コマンドと機能
(2)付属語連鎖の意味規則
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付属語パーザは 1つの付属語連鎖の矛盾・冗長・語の用法上の誤りを検出する.意味解析を行っ
た結果をもとに，意味規則に合致した付属語連鎖を誤りとする.意味規則は付属語連鎖内の意味属
性の矛盾・冗長・語の用法上の誤りを規則にしたものである.科学技術論文で主に使用される付属
語に意味属性を与え， 1つの付属語連鎖の中で同じ意味属性を持つ付属語が2つ以上存在したり，
矛盾する意味属性を持つ付属語が存在する場合にその付属語連鎖は誤りであるとする.意味規則は，
(i)後規定， (i)前規定， (ii)二重禁止， (iv)後必要規定，の4種類の規定で構成する.各々の規定
に違反した表現の誤りの例を挙げる.
(i)後規定
後規定の誤りの例として次のような文がある.
(規則を)守るべきであるつもりの
「べきだJは義務感を表す時に使用するから動作ではない.意思の助動詞「つもりだJに接続
するのはおかしい.1つの表現の中では“義務"と“意思・未来"は矛盾するから，rべきだJは，“意
思・未来"の意味属性を伴わないように後規定しているという.
(i)前規定
例えば，
(約束は)引越しをするようであるまでだ.
のような例では，準体助詞「までJは動作を表す表現の後に接続して，その期限を限定する.助動
詞の断定「だjに接続するのは不自然である.しかし，準体助詞 fまでJは意味属性を持たないた
めに，rだjの後規定で「までJを禁止することはできない.意味属性を持たない付属語に対する意
味規則として前規定を用意した.準体助詞「までjは「までJの前に助動詞の断定「だjが存在す
ることを許さないように“助動詞の断定"の意味属性を前規定しているという.1つの付属語連鎖の
中で，特定の意味属性を持つ付属語が，ある付属語の前にある時に意味属性の誤りと判断する.こ
の表現を正しくいい直すとすれば，r引越しをするまでであるようだJではないかと推測される.
(ii)二重禁止
二重禁止の例として，
本だけであるばかりが(積まれていた.) 
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の場合は，準体助詞「だけ」と準体助詞「ばかり」は両方とも“限定"の意味属性を持つ.限定の
意味属性を持つ付属語が lつの表現の中に 2つ存在すると冗長である.“限定"の意味属性は二重禁
止であるという.
(iv)後必要規定
例えば，
問題ではある.
の例では「ではあるjは“逆接"の意味属性を持つ付属語と呼応がある.rではあるjは後に“逆接"
の意味属性をもっ付属語が伴う必要があり，後必要規定しているという.後必要規定は 1つの付属語
連鎖の中で特定の意味属性を持つ付属語が，ある付属語の後にない時に意味属性の誤りと判断する.
(3)付属語連鎖を構成する付属語の数
科学技術論文としてふさわしい付属語連鎖を構成する付属語の数の範囲を特定するために，付
属語連鎖を構成する付属語の数の統計をとった.統計対象の科学技術論文は5個以内の付属語から
構成されていた.翻訳の論文，国語学の論文は科学技術論文と比べると，比較的長い付属語連鎖を
利用しているが， 7個以内の付属語連鎖を使用していた.科学技術系の論文は短い付属語連鎖を使
用する傾向にあり， 8個以上の付属語連鎖は注意すべき表現とみなしでも良いと考える.
4.2 文節問の相関関係
2つの隣接した文節の情報を利用して，問題点を抽出する機能として，読点の打ち方の勧告と，
同じ格助詞，同じ自立語，サ変動詞を使用した連続した 2文節の検索などがある.
(1)文節の相関による読点の打ち方の推論
読点は係り受け関係が区切れる場所を表している.係り受け関係が密接な部分は読点が入らな
い.動詞の連用中止形はそれだけで1文節を構成するが，文字列の長さは短い.ひらがなで 1文字
の一段活用の動詞などは， 1文字で1文節を構成することになる.連用中止形は形態素解析の暖昧
性の原因になるだけでなく，それ自体注意すべき表現である.また，連用中止形はその文のつなが
りが一段落し，その語自体は単文の述語になる場合が多い.以上の2点から読点のない連用中止形
を検索するのは意味がある.それに対して連体修飾節は次の文節とのつながりが強く，その後に読
点を入れるのは文の係り受け関係を分かりにくくする.連用中止形の後に読点がない文節と連体修
飾節の後に読点がある文節は読点の打ち方が適当ではないとみなし検索対象にする.ただし，複合
動詞は連用終止形に動詞が接続したものであるために，検索対象になってしまう.あらかじめ複合
動詞はすべて辞書に登録する.
(2)同じ格助詞，同じ単語，サ変動調の連なりの検出
同じ格助詞を持つ隣接した文節，同じ自立語を持つ隣接した文節，サ変動詞を自立語とする隣
接した文節を検索する機能がある.同じ格助詞が隣接している場合には，格助詞の使い方が不適当
である場合が多い.同じ単語を自立語とする，あるいはサ変動詞を自立語とする隣接する 2文節は，
推敵中に消し忘れているために並んでいる場合が多い.これらの検索はより良い格助詞の使用，消
し忘れ防止のために行う.
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5 おわりに
Nspellの評価を行うために 3つの実験を行った.
(a)形態素解析における preprocessorの効果
D.TEXの制御コマンドを処理する preprocessorを使用して町民のソースファイルを処理し
た場合と detexによってfb.TEXの制御コマンドを省略したファイルを処理した場合のそれぞ
れについて形態素解析を行った結果を比較する.preprocessorを用いた時に形態素解析に失敗
した数は 9個だった.それは，そのうち 5つは検出を意図した文節で誤りを含んでいた.残り
の4つは人名が入っているために解析が失敗したものだった.detexを用いたものは 20個の
失敗数があり，これは参考文献を引用する時のタグ名によるものや，記号文字の括弧の処理が
失敗したためのものであった.Nspellはdetexに比べると正確に文書の構造を把握して形態
素解析をしていることが分かる.
(b)誤字・脱字の検索
誤字・脱字の検索機能の性能を評価するために 論文に誤字・脱字をランダムに挿入したテキ
ストと，正しいテキストの，誤字・脱字の検索結果の過剰検索と検索洩れを比較する.誤りは
正しいテキストに，ランダムに格助詞を挿入，同じ文字を 2度繰り返す， 1文字削除する，な
どの処理を加えた.これは，実際のテキストに存在し易い誤字・脱字を再現したものである.
2つの科学技術論文に対して実験を行った.システム辞書，ユーザ辞書を合わせた登録語数は
252512語である.13421文字の文書に誤りを 1個挿入し，解析に 2分36秒かかった.検索
洩れが6個，過剰検索が7個あった.10381文字の文書に誤りを 5個挿入し，解析に 2分 27
秒かかった.検出洩れが4個，過剰検索が12個あった.
(c)複合語の誤表記の検索
自然言語処理に関する論文を 3つ学習した後に，それらとは異なった誤表記を 5つ含んだテキ
ストに対して複合語の誤表記の検索機能を使用した結果， 5つの誤りはすべて検出され，過剰
検出の複合語が68個，延べ数では 150個あった.挿入した誤りはすべて仮名漢字変換の同音
の変換候補の中から選んだ.接続情報によって278個の複合語が学習された.同様の接続情報
を用いて，ファジィ学会の論文に5つの誤りを挿入したテキストに対しても検索を行ったとこ
ろ， 5つの誤りはすべて検出され，過剰検出の複合語が140個，延べ数では 268個存在した.
接続情報によって28個の複合語が学習された.また， (a)で用いた誤字・脱字を含んだファイ
ルに対してこの検索を行ったところ，自立語と自立語の聞の格助詞が抜けた誤りを検出した.
以上のような実験の結果， (b)に関しては，誤字・脱字の検索の検出洩れをなくすることができ
ないことを示している.構文的に正しい文の中に誤りが含まれている場合には，それが誤字・脱字
かどうかは分からない.しかし，今はそれらも誤字・脱字と分類することにする.
検出洩れをした誤字・脱字は，以下の 7つの条件のどれかにあてはまる.
(i)複合語の語基の区切り自に格助詞を挿入した場合
(i)準体助詞の後に格助詞を挿入した場合
(ii )自立語と自立語の聞の助詞が削除された場合
(iv)格助詞を挿入した場合に別の単語になる場合
(v)読点を削除した場合
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(vi) rいjなどの語幹が1文字の一段活用の動詞を 2度繰り返した場合
( vi)チェック対象の片仮名でない部分に誤りが入った場合
これらの誤字・脱字について， (i)， (ii)の場合は格助詞を挿入したためにこのような結果になったの
であって，格助詞以外の 1文字のひらがなを挿入すればほとんどすべてを検索できただろう.(vi) 
は，動詞の連用中止形のあとには読点が必要であるという規則に引っかかるために，誤字・脱字の
検索では引っ掛からないが，読点の打ち方に関する情報の抽出では検索結果の中に入る.(vi)は片
仮名の単語は表記の揺れがあるために，辞書にない片仮名文字列でも名詞として扱うためである.
最後に， (c)に関しては，過剰検出が多過ぎるが，検出洩れはなかった.Nspellの開発方針は満
たしているといえる.また，複合語の誤表記の検索では上述の (ii)にあてはまる誤字・脱字も検索
することができた.
これからの課題として，誤り検索機能に格助詞の用法をチェックする機能を付加したい.名詞と
動詞すべてに意味属性を設定し，名詞と格助詞とそれに対応した動詞の関係が矛盾しないかをチェッ
クする.意味属性の設定は手作業で行うのは大変なので，コーパスから自動抽出することを考えて
いる.また，複文の文の構造の解析には確率的構造解析を使用するのはどうかと考えている.また，
形態素解析の高速化のために 2段階ハッシュを用いた辞書検索を実現したい.
付記
推蔽支援システム Nspellの開発を行うに当たって，指導をして下さった川口教授が， '95926 
国際会議出席中に不慮の事故で亡くなられました.Nspellの基本構想，付属語パーザの作成方針に
ついて，議論を重ね，やっと成果が実りつつあった時でした.時には厳しく叱られましたが，常に
人間的な暖かみを持って学生に接して下さった先生が亡くなったことは非常に残念です.単身赴任
で奥様と別々に暮らすことを余儀無くされていたため，奥様は老後の楽しみとして先生が退職する
のを心待ちにしていたそのお気持ちを考えると可哀想で，また，人が死ぬ時はあっさりしたものだ
なと感じました.ご冥福をお祈り致しますとともに，本論文を先生へささげます.(蓮井)
故川口先生が直接指導してこられた蓮井君の研究指導を突然引き受けることとなり，本論の共
著者として名目ばかりの名を連ねることとなりました.彼の論文の「推敵jを手伝うことで先生へ
のささやかな手向けとできればと祈念しております.先生のご冥福をお祈り致します.(小倉)
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